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有朋学l ］ 本田嘉溥

（ １）正定数ａに対す る左巾列では

Ａａ ＝ａ ＡＡ､。-ｌ　 （２≦ｎ ），Ａ１ ＝ａ＞０

∴　 Ａ。＞ Ｏ　（１≦ｎ ），∴　１０９ Ａ。 こＡ。
べ

』ｏｇ ａ

Ａ。→Ａとすると10g a ＝10g A ／Ａ （ ＝＝=f（Ａ）とおく ）

このグラフは（【jR1 1 】となり

10g a ≦j･（e）司/e

∴　 ａ≦e 人（1/e ）

これがａの必 嬰条件である力吹 に

１くａ≦ａｏ ＝e べ1/e ）

のときlirl A 。が収束することを示そう。
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先ず④のとき，明らかにＡ。は 口に対して増加。

また曲線ｙ＝ａｏ Ａｘはｘ＝ｅで直線ｙ･＝ｘに接する。

故に④のａについてｙ＝ａ人ｘはｙ＝ｘと

ｘ°Ａ。・ Ａ，で交わりＡ．≦ｅ≦Λ，

∴目Ｉ Ａ。＝Ａ力哨在しａＡＡ●=Ａ≦ｅ

これとａＡＡ　＝Λ　≦ｅからＡ＝Ａ

即ち　∴lir!Ａ。＝Ａ　で示された。

（ ２ ）ａ＝１のと きＡ,、 一
一

１

／

疋　 Ｃ

（３）Ｏくａ＜ｌ　…⑤のときのlil A 。収東の必要条件を求めよう。

● ●

● ●

ｎ~

先ずｘ，くｘ２ならばａ人ｘ２くａ 人χ，

⑤からａ人１くａ人ａくａＡＯ　即ち　ＡべＡ,2くｌ

ａＡ１くａ 八A2 くａ八人，即ち　Ａ，くΛ3 ＜Ａ２

こ れ を 続 け る と

Ｏく Λ1 く Ａ ３ ＜ … く Ａ.ｈ-1 く Λ ２ｎ ･-lく･ ‥

… く Ａ ２ｎt２く Ａ ２．く … く Ａ ４ く Ａ ２ く １

∴ ｎ →(Ｘ)に た い し　 Ａ ２ｎ-!→ Ａ　 ．　A 2111- 1‾PyX
－　　　　　　　　 ●

が 存 在 し て　 Ａ　 ≦Ａ

更 に　 Ｕ 人Λ ２ａ･･１＝Ａ ２．

ａ Ａ Ａ,２．＝ Ａ２ｎｔ１

か ら ａ 人 ハ　 ユＡ

－　　　　●

か ら ａ ∧ Ａ　 ＝-=Ａ

４　　　　－

月x に ａＡｘばｘの減少倒数で引0 ），=･1．μ1 】＝;｡1ぐ１だから

直線ｙ-＝ｘとただ１点l’（Ａ。，Λ。）で交わり　０くΛo ぐ１

ん

…(1 〉

…＠

⑥

…⑦
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j’（A2 ．-1）一八２Π-1＝Λ2．一一A211- 1＞O　 （1 ≦ｎ）

j （A2 ．）一A2 ．＝Ai 。1－A2 ．くＯ　　 く１≦ｎ）だから

Ａ　≦Ａｏ ≦Ａ

故にljal A･。 が執 とするための条件はＡ　＝Ａ　である。　　　　　　　　　I
●●⑧－，　　1･

さて，曲線ＣＩ　；ｙ＝ａ 八ｘとＣ，：ｘ＝ａＡｙとは直線ｙ＝ｘに関して対称であ

り。点Ｐ（Ａ- ・ Ａ，〉はCI 上・点Ｐ（Λ
４

．Ａ。）はC2 上にあるから･ ⑧とは

ＣＩ ， Ｃ２がＰ以外では交わらぬことである。　　　　　　　　　　　　　　 …○

さて　ｍl

ｍ ２

一 一-

Ｑ

更に

ス

ｙ

＝1

＝10g

い

一

一

一

一

dy
）／` （ａ ＡＡａ ）10g a ° Ao l O!J a ° 109 （ａ ＡＡｎ ）

Ｐ
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一

,・

／

／
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回2 ゛j

よ

１

ク

ｙ

…(Ｆ

岨 幻

／

はＸにたいして増加

£
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dX　P

Ａ。くO　 （∵⑦）

dX

dy

ｆ
７

乱仔
吻

Ｆ

(/μ 。)

（ａ 人ｘ 〉（１０ｇ ａ ）２ ＞ Ｏだ から

（ａＡｙ ）（|如 ａ卜 ＞Ｏから

d･2

－

dＸ
２

d7χ

dy

－
d χ

dX
←
dy

はｙに対して増力11だから

1/10りΛＯ≦10g A 。くＯのこと。

dy2

ｘにたいして減少。

故に○とはｍ･2≦ml

∴　1/e ≦Ａ。
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100 a は（［河い からも明ら力々 ように

⑤の範囲でＡ。にたいし増加。

∴一一e≦109 a く０

∴e 人(-e)≦ａ ■ ●
ｅ Ａ{-ｅ}≦ａ＜１

これが十 分条件であることも以_ﾋを逆にたどることから明らかである。

（４）０くａくｅ 八（-e ）のとき

10g aく－ｅ　　∴Ａ。く1/e　 （∵図1 から）

雫 ¶

10g A 。く－１く1/10g Ao　　　 ∴　ml く－１＜ｍ２

Ａ　くＡ。くΛ　となり（図３）のようにCI ， Ｃ２は３点で交わる。

上のことから次の定理が得られる。

定理Ｏくａのとき

ＡＩ＝ａ，ん。l ＝ａ八八。＝（ｎ≧１）についてlil A 。は

（１）ｅ 八り/e）くａのとき十（x⊃に発散

（ ２ ）（１／ｅ） Ａｅ ≦ ａ ≦e 八(1/e) のとき収東

（ ３ ）ａく（1/e ） 八ｅの ときlim （A2r
●･- I I 

八2．）＝

劃一゙ ･㎝

･⑨

（Ａ- ・ へ｡ ）のＡ。とＡ，

問を振動し

Λ
－゜

ａＡΛ．．Ａ
４ ゙

二ａＡＡ．．Ａｏ　゙ ａＡΛ゜も7FrEして

Ｏく Λ　くΛＯくＡ く １である。

（り （1 ／ｅ 〉＝=l j4/16678G100976G

（1 ／ｅ ）人（:＝Ｊ;59880 妬73972699
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Convergence cond i t ion roド ’lhe圈t piヽo叶essing poｗeric series”

（provisional nale）or finite posiOvo number

by　Yosihiro　Honda　（Yluho　Gakuen）

As　is used　jn BASIC　language ，aA b　means　 ａ・ ．Noｗ f･or ri ni te a(
〉O)，

let's consider the serjes{ 人。｜　
ご

AI ＝･ａ ，　 Ａ。＝ａ ＡＡ。-I　( ｎ≧2)

lhis series lay be ca 目ed provisionally ¨left progressing lpoweric'

series ，as every operator　A progresses fr ｀omr’ight　to　lert。

l n th is paper the convergence cond i t i on of 目Ｉ Ａ
ｏwHlbe sho ｗn:

{1¬'a}

(1/e) 人ｅ ≦ａ≦ｅ 人(1/e)'l

hefe　e is I:he base of natural　j00arithm.
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